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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、グリア細胞株由来神経栄養因子受容体（GDNFR）ファミリータンパク質のメンバーをコードしています。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によって成熟受容体へと変換されます。グリア細胞株由来神経栄養因子（GDNF）とニュールツリン（NTN）は、構造的に関連のある2つの強力な神経栄養因子であり、ニューロンの生存と分化の制御において重要な役割を果たしています。この受容体は、GDNFとNTNの両方に対するグリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）結合型細胞表面受容体であり、RETチロシンキナーゼ受容体の活性化を媒介します。この遺伝子はヒルシュスプルング病の候補遺伝子です。選択的スプライシングによって複数の転写産物バリアントが生じ、そのうち少なくとも1つはタンパク質分解によって処理されるプレプロタンパク質をコードしています。[RefSeq提供、2016年1月]、機能：GDNF受容体。 GDNF 誘導による RET 受容体の自己リン酸化および活性化を媒介します。,類似性:GDNFR ファミリーに属します。,サブユニット:2 分子の GDNFR-α は、ジスルフィド結合した GDNF 二量体および 2 分子の RET と複合体を形成すると考えられています。,
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	GFRα1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

